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令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
予
算

を
含
む
提
出
議
案
38
件
に
対
し
、
各
会
派
に
よ
る
総

括
質
疑
が
行
わ
れ
、
目
前
に
迫
っ
た
合
併
に
よ
る
恩

恵
の
満
了
を
見
据
え
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
集
中
す
る
た
め
、

会
期
は
予
定
よ
り
５
日
間
短
縮
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
議
会
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
令
和
２２
年年  
第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

20

12

2

3

５
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
建
設
事
業
経
費
分
は
、

令
和
元
年
度
末
ま
で
に
約
２

５
６
億
１
９
０
０
万
円
の
発

行
を
予
定
し
て
い
る
。
残
額

は
約
16
億
１
５
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、（
仮
称
）
西
地
域
文

化
施
設
整
備
事
業
に
合
併
特

例
債
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

現
在
、
新
市
建
設
計
画
の
延

長
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

県
に
納
め
る
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
の
減
額

理
由
は
。

答　

令
和
元
年
度
の
納
付
金

の
総
額
は
、
28
億
１
０
５
３

万
3
千
円
と
な
っ
て
い
た
が
、

令
和
２
年
度
は
25
億
７
９
３

７
万
1
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
度
と
比
較
し
て
2
億
３

１
１
６
万
2
千
円
の
減
額
と

な
っ
た
。
こ
の
減
額
の
大
き
な

要
因
は
、
満
75
歳
を
迎
え
た

被
保
険
者
が
多
く
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

持
続
可
能
な
運
営
を

問　
歳
入
の
特
徴
は
。

答　

歳
入
で
は
、
市
税
収
入

が
約
１
６
３
億
９
９
０
０
万

円
。
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
、

法
人
税
割
の
税
率
の
軽
減
な

ど
の
影
響
が
あ
る
が
、
市
税

全
体
と
し
て
は
約
６
６
０
０

万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い

る
。
そ
の
他
、
地
方
消
費
税

交
付
金
を
23
億
２
０
０
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
個
人
市
民
税
の
状
況
は
。

答　

納
税
義
務
者
が
前
年
度

比
で
１
０
４
０
人
増
加
し
、

5
万
７
９
４
８
人
と
な
っ
て
い

る
。
市
全
体
の
総
所
得
金
額

一
般
会
計
予
算

将
来
構
想
実
現
に
向
け

　

ま
た
、
被
保
険
者
数
の
減

少
に
伴
い
、
医
療
費
総
額
が

減
少
し
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
の
納
付
金
算

定
に
お
け
る
医
療
費
総
額
は

約
66
億
８
０
９
４
万
円
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
令
和
２
年
度

は
約
65
億
５
０
３
５
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
前
年
度
比
で
1

億
３
０
５
９
万
円
減
少
し
て

い
る
。

　
た
だ
し
、
一
人
あ
た
り
の
医

療
費
に
つ
い
て
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
な
い
理
由

は
。

答　
保
険
者
努
力
支
援
制
度

の
交
付
金
と
し
て
1
億
７
０

３
９
万
4
千
円
を
見
込
み
計

上
し
た
こ
と
、
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
な
く
て
も

運
営
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。

　
な
お
、
一
般
会
計
か
ら
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
法

定
外
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
赤

字
削
減
・
解
消
計
画
に
基
づ

き
、
削
減
し
な
が
ら
運
営
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
令
和
２

等
も
増
加
し
て
い
る
の
で
、
個

人
市
民
税
は
増
加
す
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

問　
固
定
資
産
税
が
微
増
と

な
っ
て
い
る
要
因
は
。

答　

新
築
家
屋
の
増
加
、
新

築
軽
減
切
れ
等
に
よ
る
も
の

は
増
収
と
な
る
一
方
で
、
土
地

と
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
減

収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
収
納
率
が
上
昇
す
る
と

の
見
込
み
か
ら
、
全
体
と
し
て

は
約
１
５
０
０
万
円
の
増
収

を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
歳
出
の
特
徴
は
。

答　

歳
出
で
は
幼
児
教
育
·

保
育
の
無
償
化
に
伴
う
影
響

な
ど
に
よ
り
扶
助
費
で
約
4

億
９
８
０
０
万
円
、
普
通
建

年
度
は
前
年
度
比
で
1
億
５

１
１
１
万
6
千
円
減
の
1
億

８
４
４
１
万
1
千
円
と
す
る

こ
と
で
予
算
を
編
成
で
き
た
。

　

財
政
調
整
基
金
の
あ
り
方

は
、
今
後
の
被
保
険
者
の
急

激
な
負
担
増
の
緩
和
な
ど
へ

の
備
え
に
し
た
い
。

問　

水
源
井
戸
の
発
電
機
や

運
搬
車
両
の
導
入
の
経
緯
は
。

答　

県
水
の
断
水
や
市
内
の

水
源
井
戸
が
稼
働
で
き
な
い

大
規
模
な
停
電
等
を
想
定
し

計
画
し
た
。
令
和
元
年
度
は

大
井
浄
水
場
系
統
の
水
源
の

電
気
盤
改
造
を
行
い
、
令
和

２
年
度
は
福
岡
浄
水
場
系
統

の
電
気
盤
工
事
を
計
画
中
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
停
電
時

に
発
電
機
を
接
続
す
る
こ
と

で
取
水
が
継
続
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
の
発
電
機
や
運

搬
車
両
は
、
水
道
事
業
だ
け

で
な
く
、
台
風
等
に
よ
る
浸

水
被
害
が
生
じ
た
際
に
使
用

す
る
排
水
ポ
ン
プ
を
稼
働
す

る
際
に
も
転
用
で
き
る
。

水
道
事
業
会
計
予
算　

災
害
に
強
い
水
道
施
設
の
整
備

設
事
業
費
で
約
25
億
１
１
０

０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
上

福
岡
駅
東
口
駅
前
広
場
整
備

事
業
、（
仮
称
）
西
地
域
文
化

施
設
整
備
事
業
、
小
学
校
施

設
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
で

あ
る
。

　

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
か

ら
の
用
地
買
い
戻
し
費
用
と

し
て
、
約
18
億
４
６
０
０
万

円
を
計
上
し
た
。

問　

合
併
特
例
債
の
活
用
状

況
は
。

答　

発
行
可
能
限
度
額
は
、

建
設
事
業
経
費
に
約
２
７
２

億
３
４
０
０
万
円
、
基
金
積

立
経
費
に
約
22
億
１
７
０
０

万
円
、
合
計
で
約
２
９
４
億

公債費　40 億 5881 万円
借入れの返済

扶助費　119 億 6238 万円
生活援助に要する経費

人件費　51 億 1788 万円
職員の給与など

繰入金　10 億 3224 万円
基金からの繰り入れ

地方交付税　35 億円
国からもらうお金

市税　163 億 9855 万円
所得・土地・家屋・たばこ等に対する税

前年度比
7 億 43 万円減

収入
令和２年度 令和２年度   一般会計予算  一般会計予算  414414 億億 14531453 万円万円

支出主 な も の

前年度比
4 億 9751 万円増

前年度比
1 億 986 万円減

前年度比
25 億 1123 万円増

前年度比
3 億 3493 万円増

前年度比
3425 万円減

前年度比
32 億 8611 万円増

（１万円未満切捨て）

前年度比
6637 万円増

前年度比
5 億 1070 万円増

前年度比
5 億 300 万円増

前年度比
1 億円減

建設等に係る事業債　19 億 3960 万円
建設に関する借り入れ

普通建設事業費　50 億 5859 万円
建設に関する費用

積立金　4 億 1101 万円
基金などに積み立てる費用

地方消費税交付金　23 億 200 万円
消費税の市への割り当て分

本会議での質疑をまとめています。
総 括 質 疑

着
実
な
財
政
運
営
で

着
実
な
財
政
運
営
で

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

青 　 藍 　 会　小高　時男 議員
日 本 共 産 党　塚越　洋一 議員
公 　 明 　 党　川畑　京子 議員
信 　 政 　 会　鈴木啓太郎 議員

青 　 藍 　 会　大築　　守 議員
日 本 共 産 党　床井　紀範 議員
公 　 明 　 党　島田　和泉 議員
信 　 政 　 会　西　　和彦 議員
会派外の議員　民部　佳代 議員

施政方針に対する質疑 議案に対する質疑お知らせ
本定例会では、議員から市
政に対する一般質問の取り
下げがあったため、記事の
掲載を見送りました。
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